予算要求資料
平成２７年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費
	事業名　現代陶芸美術館展示費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　現代陶芸美術館　総務部　管理調整係　電話番号：0572-28-3100（内103）

　　　　　　　　E-mail：c21802@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　 41,079千円（前年度予算額： 32,250千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	32,250
	0
	0
	4,139
	0
	0
	1,011
	0
	27,100

	要求額
	41,079
	0
	0
	8,808
	0
	0
	1,502
	0
	30,769

	決定額
	41,079
	0
	0
	8,808
	0
	0
	1,502
	0
	30,769


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）
・平成26年度より知事部局に移管したことによって、地域振興及び観光誘客の施策との連携が可能になったことから、他の施設、機関と積極的な連携をはかることでさらなる誘客と魅力の発信、浸透を図る。

・当館の世界の現代陶芸に焦点を当てた収集は、国内でも特異な存在である。この特色あるコレクションを生かし、様々なアプローチによる企画展示を行う。常に新鮮な視点による展示を行うことで、岐阜県民が陶磁器への関心を深める機会を提供する。

・世界的視野から岐阜県のやきものを見つめることによって、より一層芸術的理解を深めるとともに、高い芸術性をもった岐阜県の陶芸に対しての認識を深める。郷土の歴史文化を知り、文化振興を促す。
・やきものの産地・東濃において美濃のやきもののみならず、広く世界の近現代の陶芸を様々な視点でとらえ、紹介することによって、岐阜県の陶磁器産業への県民の興味、理解を深めるとともに、文化と産業の振興をはかる。
（2） 事業内容

・岐阜県現代陶芸美術館の収蔵品等を多角的視点から展示
・国内外からの借用作品による多彩なテーマの企画展示
（１）ギャラリーⅠ
　　　　１「やきものって何ダ？」展
　　　　　　 平成27年4月18日(土)～5月31日(日)
２「ゆかいなかたちⅡ」(仮称)

平成27年6月13日(土)～8月30日(日)

３「超絶技巧」

　　平成27年9月12日(土)～12月6日(日)

４「アール・ヌーヴォーの陶磁器」

　　平成27年12月19日(土)～平成28年3月31日

（２）ギャラリーⅡ

１「花フェスタ２０１５ぎふ連携事業：リトル・ガーデン」

平成27年4月25日（土）～7月5日（日）
２「吉田喜彦＆吉田のコレクション展　I、Ⅱ、Ⅲ」
平成27年8月8日(土)～平成28年2月14日(日)
３「コレクション展」
　　　　　    平成28年2月27日(土)～平成28年5月中旬
（３）準備調査費

　　　　平成28年度以降の企画展の準備、調査
（３）県負担・補助率の考え方

県民が芸術文化に触れ、文化的な感性を高めていく機会に資するものとして、県の負担は妥当である。
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額(千円)
	事業内容の詳細

	共済費
	9
	雇員労働保険料

	賃金
	539
	雇員賃金

	報償費
	500
	ワークショップ、講演会講師報償費

	旅費
	882
	講師招聘、展覧会打合せ

	消耗品費
	1,544
	事務用品、図録購入、関連事業材料費

	会議費
	14
	講師昼食代

	印刷製本費
	1,310
	チラシ、ポスター、観覧券等印刷代　他

	役務費
	3,072
	通信運搬費、展覧会広報

	委託料
	21,586
	展示ケース移動、作品展示、展示造作物作成　他

	使用料
	563
	会場借上げ

	負担金
	11,060
	展覧会負担金

	合計
	41,079
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
ギャラリーIの企画展では、平成２６年度から全国を巡回中の明治の工芸を中心とした「超絶技巧」展を開催することによって、これまで、陶芸だけに焦点を当てることの多かった当館の企画展をより幅広い視点からとらえるものにする。平成２６年度に開催した「大織部展」に次ぐ、やきものと他ジャンルとを併せて展示する展覧会となる。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	入場者数

	17,451
（H25）
	23,391
（H23）
※
	15,083
（H24）
	17,451
（H25）
	31,048
（H27）
	56.2％



※H23は3年に1度の国際陶磁器フェスティバル開催年。
○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）常設展（所蔵品等に基づく展覧会）
　ア「ラテン！」展（前年度～平成26年6月22日）

イ「みて・きいて・かんじる陶芸」展（平成26年11月8日～平成27年3月15日）

ウ「象るかたち」（平成26年11月22日～翌年度）
エ「荒川豊蔵・武夫展」（平成26年11月22日～翌年度）

オ「SCENE:20世紀の陶芸」（平成26年11月22日～翌年度）

（２）企画展

　ア「デミタス・コスモス」展

　　　　　　前年度～平成26年6月22日
イ「フランス印象派の陶磁器展」

平成26年7月5日～平成26年8月24日
　ウ「大織部」展
平成26年9月6日～平成26年10月26日


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
常設展では、所蔵品に他館や作家所蔵の関連作品を加えることによって当館所蔵の作品への解釈を広げ、新たな視点で捉える展示を開催できた。また地元の陶芸作家について、借用作品を加えた特別展も開催できた。
　　企画展では、個人所蔵家の貴重なコレクションにより陶磁器デザインや産業への視点を深めることができ、西洋陶磁の未公開作品を鑑賞者に提供することができた。また郷土ゆかりの人物にかかわりの深い名品を集め展示することによって、全国から多くの人を集め、岐阜県への認識を新たにするまたとない機会となり、また県民が美濃焼に対して自信と誇りを持てる機会を提供した。
これらの成果は、当館の展示事業の基本方針である、地元作家、近現代の国内外の作家、産業陶磁器の紹介に該当し、この方針は次年度も継続する予定である。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	・近現代の国内外の優れた陶芸文化を紹介する展示事業は、子どもや若い世代の感性を育てる教育的事業であるとともに、美術ファンを含む県民のニーズに対応する文化事業として重要である。また、陶芸という地元産業と連動し、その活性化に資する点で必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	・平成14年の開館以来、多様な展示活動に務めることによって、世界の優れた陶芸を身近に鑑賞できる施設として認知されてきた。また、地域に根差した展示活動についても評価されている。とりわけ「大織部展」では広く国内外から高い評価を受け、多くの来場者を得ることができた。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	・開館から10年間に所蔵作品が増加したことを背景に、常設展枠では、館外からの作品借用を抑えて経費を節減し、主に所蔵作品から、あるいは所蔵作品のみで、テーマ展を構成する工夫を増やしている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
・常設展枠では、所蔵作品のみで、充実した展覧会を、年度内に複数組み立てることは未だに難しいため、所蔵品展であっても他館、作家等からの借用作品を加えて新鮮でより深い解釈を伴う小企画展規模の展覧会を組み込む必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

・地元で国内外の優れた陶芸が見られ、地域に密着している、といった県民ニーズと、それに応えようとする展示事業への評価に基づき、当館の展示活動の基本方針全体を実現することをキープするとともに、そのクオリティを高めていく。

・作家や作品、所蔵家に対する情報を常に集める努力をしながら、展示と収集に向けて積極的に取り組む。


